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世界規模のネットワークの発達によって， 世界中の人達の距離が非常に近くなった現在， コミュニ

ケーションツールとしての機械翻訳システム の需要が高まっている．また，中国朝鮮族の人口は ���

万を越え，中韓の交流も近年増加傾向にあり，中韓機械翻訳システムのニーズが高まっている．しか

しながら，英語を中心とした日英機械翻訳や中英機械翻訳などの研究は盛んに行われているが，中韓

機械翻訳についてはあまり研究されていない．そこで本研究は，計算機上の自然言語コーパスを利用

し， スーバー関数に基づく中韓翻訳システムの構築を行うことを目的とし，本稿では，中韓機械翻

訳におけるスーパー関数及び対応動詞ベースについて説明する．

キーワード： 機械翻訳，第一、第二スーパー関数
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�	 はじめに

世界規模のネットワークの発達によって， 世界中の人達の距離が非常に近くなった現在， コミュニケーション

ツールとしての機械翻訳システム の需要が高まっている．また，中国朝鮮族の人口は ���万を越え，中韓の交流

も近年増加傾向にあり， 中韓機械翻訳システムのニーズが高まっている．しかしながら，英語を中心とした日英

機械翻訳や 中英機械翻訳などの研究は盛んに行われているが，中韓機械翻訳についてはあまり研究されていない．

そこで本研究は，計算機上の自然言語コーパスを利用し， スーバー関数に基づく中韓翻訳システムの構築を行う

ことを目的とし，本稿では，中韓機械翻訳におけるスーパー関数及び対応動詞ベースについて説明する．


	 スーパー関数

簡単に言えば、スーパー関数は自然言語表現を関数化して、自然言語におけるいろいろな現象をパターンに類

別するものである．従来の構文解析、意味解析、言語変換、文生成等の複雑な処理（無理な一般化といってもよ

い）を避けると同時に、メモリーベース翻訳における探索空間の爆発をも回避した新しい方法であり、人間の思



考過程に非常に類似した方法となっている．

�	 スーパー関数のアーキテクチャー

スーパー関数を表わして、�つのアーキテクチャーを考慮する：方向グラフ（%&）および変形テーブル（���）

でする．

方向グラフ（�）

スーパー関数について記述していた場合、次の記法を使用する．ストリングは円ノードによって表している；変

数は辺によって表している；また、方向グラフを導入する目的は、スーパー関数と文の間に一致する際に有限状

態技術を使用することです。

変形テーブル（���）

変形テーブルは節点テーブル（'��）および辺テーブル（(��）から成る．節点テーブルはさらにストリング

テーブル（���）と呼ばれる、また辺テーブルは変数テーブル（"��）と呼ばれる．

スーパー関数を表わすために変形テーブルを使用する．しかしながら、変形テーブルと方向グラフの間に転送

することは容易である．

�	 翻訳システムのプロセス

スーパー関数に基づく翻訳システムはソース言語の翻訳を行うために辞書およびスーパー関数を使用する．入

力文は最初に、形態素解析されて、次に、原文および ��とマッチする．このシステムのプロセスは、)つの主要

部分から成る$形態素解析、スーパー関数のマッチする、と形態素処理である．

�	�　スーパー関数とのマッチ

スーパー関数は '��と (��によって表される．スーパー関数とマッチするでは、'��の各節点とマッチし、



(��に各辺の種類を確認することである．入力文は最初に、形態素解析され、名詞部分と残ったスーパー関数部

分に分け、名詞部分が対訳辞書と照合する．

スーパー関数部分の動詞を先判断して、もし動詞は対応動詞ベース中の動詞の場合、原言語の名詞、動詞を全部

分けます．残りの関数を二段 ��ベースとマッチする．動詞は対応動詞ではない場合は名詞と分けた一段スーパー

関数が一段スーパー関数ベースとマッチする．

スーパー関数の抽出

例えば、

例 ���、名詞と分けたら、スーパー関数は

例 �*�、名詞と分けたら、スーパー関数は

そこで、二つのスーパー関数の中に、動詞と分けたら同じの関数が得られる．

しかし、動詞は名詞のように簡単に変数で表すことができません．

動詞ベース

原文を最初に，形態素解析し，名詞部分とスーパー関数部分に分ける．さらに，そのスーパー関数部分を動詞

部分と分ける．複数の原文から同じ二段スーパー関数が得られたら，それを二段スーパー関数ベースに入れ，動



詞部分をその二段スーパー関数の対応動詞ベースに入れる．

�	
　形態素処理

形態素処理は原言語および目標言語にカテゴリーと特徴セットおよび値の一マッチについて記述するテーブル

によって行われる．原言語の各カテゴリーや単語の個々の形態素特徴では、目標言語のカテゴリーおよび形態素

特徴に、写像される．簡単に言えば、スーパー関数と名詞と動詞の並び替えで、訳文を出力することである．

�	 まとめと今後の予定

今回，計算機上の自然言語コーパスを利用し， スーバー関数に基づく中韓翻訳システムの構築を行うことを目

的とし，第一、第二スーパー関数， 対応動詞ベース及びシステムについて説明しました．現在までに，+,-.文か

ら +/�-個の一段スーパー関数、/+)個の動詞ベースと二段スーパー関数を得た．今後の予定としてはスーパー関

数を集まることである．
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